
ハンド&サンクス 

校長 高 山 一 雄 

 心地よい風が吹きわたり、過ごしやすい季節になりました。先日の参観日及び PTA バザーでは、たくさ

んの保護者の来校がありました。何よりバザーのおかげで子どもたちと保護者の皆さんの笑顔あふれる

一日になったことを心から嬉しく思います。 

 さて、「手を挙げて…横断歩道を渡りましょう…松崎真でございます…」私と同年代であればこのフレ

ーズを耳にしたことがある方もいらっしゃるのではないかと思います。これは、以前、「笑点」に出演さ

れていた方が毎回話されていた決まり文句でした。そういえば、最近は、すっかり横断歩道を渡るときに

手を挙げている人を見かけなくなりました。 

確かに、「交通の方法に関する教則」が 1972 年（昭和 47年）に作成された際には、「手を挙げて合図を

し、車が停まったのを確かめてから横断する」と記されていました。ところが、1978 年（昭和 58年）の

改正で、「手を挙げて合図をし…」の部分が削除されています。つまり最近は、「車が通りすぎるまで待つ」

が常識になってきていたのです。しかし、最近は、横断歩道は歩行者優先であり、車両は一時停止するこ

とがマナーではなく、ルールであることが強調されています。残念ながら、青森県の横断歩道での一時停

止率は 14.0％で全国ワースト 3。（Ｒ３JAF 調べ）なおさら交通量が多い田面木小学校付近では子どもた

ちの交通事故が心配されます。 

 8 月 28 日のデーリー東北新聞に、「手を挙げて 止まってくれたら おじぎして」という記事がありま

した。夏休み明けに、八戸警察署で「ハンド＆サンクス」（止まってくれたらお辞儀して）を児童に周知

した…という内容でした。2021 年の交通の方法に関する教則の改定により、松崎真さんの「手を挙げて

横断歩道を渡りましょう」が復活したのです。さらに、止まってくれたらお辞儀して…が加わりました。

大人も子どもも、横断歩道で止まってくれることが当たり前…と捉えるのではなく、ありがとうの気持

ちを示すことは、イライラしたドライバーさんの気持ちをあたたかくする良い効果があるのではないか

と感じました。 

私自身も、横断歩道をあまり気にかけず運転していたように思います。近頃は、横断歩道を見かけたら

徐行するように心がけるようになりました。そこで、歩行者としても自ら実践してみようと思い、夏休み

明けから、「ハンド＆サンクス」に挑戦しています。最初は、手を挙げることに抵抗がありましたが、最

後にお辞儀をして、ドライバーさんが笑顔で応えてくれるとすがすがしい気分に変わります。課題は、50

代になって、腕がまっすぐに上がりにくくなってきたこと。ストレッチが必要です。これからも「ハンド

＆サンクス」いつでもどこでも続けていこうと思います。そして、子どもたちを交通事故から守っていく

ことができるようにハンド＆サンクスの輪が大きく広がっていくことを願っています。 

 
 

 

第３２５号学校だより 

八戸市立田面木小学校 

令和４年９月 29 日（木） 



日 曜 行 事 予 定 等 

３ 月 後期始業式 ５時間授業 手作り弁当の日  

４ 火 クラブ活動 

５ 水 小教研（１）４時間授業（給食あり １２：２０下校） 

６ 木 ５学年「田面木安全探検隊」活動 

７ 金  

１０ 月 スポーツの日 

１１ 火 クラブ活動 

１２ 水 ＳＣ木村先生来校日（午前） お話弁論大会 

１３ 木 校内マラソン大会 

１４ 金 マラソン大会予備日 

１７ 月  

１８ 火 委員会活動 

１９ 水 教育指導課訪問 

２０ 木  

２１ 金 就学時健康診断（６年手伝い：弁当持参） １～５年３時間授業：１１：２０下校 

２４ 月  

２５ 火 全校朝会 クラブ活動【３年見学会】（３～６年：１５：５０下校） 定期配信日 

２６ 水 小教研（２）４時間授業（給食あり １２：２０下校）  

２７ 木 １年・２年・４年学習発表日 

２８ 金 ３年・６年学習発表日 

３１ 月 ５年学習発表日 校内読書週間～１１／１１ 

 

 

校内マラソン大会 

【10 月 13 日（木）※予備日：１４日（金）】 

＜日 程＞ 

◇２校時：１・２年生（９時２５分～） 

①１年女子②１年男子③２年女子④２年男子 

◇３校時：３・４年生（１０時３５分～） 

①３年女子②３年男子③４年女子④４年男子 

◇４校時：５・６年生（１１時１０分～） 

①５年女子②５年男子③６年女子④６年男子 

 

※マスク着用でご来校ください。 

※車での来校はご遠慮ください。 

※中止や延期の場合は、メールでご連絡します。 

 

 

 

 

 

 

 


